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ココロつなぐレシーブココロつなぐレシーブ

　11月 15日、 第 55回岩手県中学校新人大会バレーボール競技が町生涯　11月 15日、 第 55回岩手県中学校新人大会バレーボール競技が町生涯

スポーツセンターで行われました。スポーツセンターで行われました。

　住田中の生徒が出場した住田中・高田第一中連合は、 厨川中と対戦。　住田中の生徒が出場した住田中・高田第一中連合は、 厨川中と対戦。

惜しくも敗れてしまったものの、 地元の大応援の中、 全力をつくした選手一同惜しくも敗れてしまったものの、 地元の大応援の中、 全力をつくした選手一同

に大きな拍手が送られていました。に大きな拍手が送られていました。



広報すみた　令和７年１１月２５日 （2）広報すみた　令和７年１１月２５日 （2）

令和７年度

住田町功労者表彰式
　11 月 17 日、役場町民ホールで町勢功労者と功績者、町制施行 70
周年特別功労者を表彰しました。さまざまな分野においてすぐれた
功績をおさめられ、本町の発展にご尽力いただいた４名、４団体の
方に表彰状、感謝状を授与しました。

町勢功労者

合同会社グリーンパワー
                 住田遠野
（本社・東京都、坂本満代表取締役社長）

　町へ多額の寄付をし、本町の基幹産業
である林業の振興に寄与されました。

熊谷　睦男さん
(91 歳・陸前高田市 )

　「第二のふるさと」とする本町へ、自作
の油彩画を寄付。文化芸術の振興に寄与
されました。

功績者

金野　和子さん
(79 歳・金ノ倉 )

　平成 19 年 12 月に民生児童委員・町厚
生委員に就任。以来、令和４年 11 月に
退任されるまでの 15 年間、社会奉仕の
精神に徹し、地域住民の福祉増進に多大
な貢献をされました。

菅野　則子さん
(91 歳・世田米駅 )

　多額の私財を寄付し、本町の社会福祉
事業の振興に寄与されました。

令和７年１１月２５日　広報すみた （2）令和７年１１月２５日　広報すみた （2）



（3） 令和７年１１月２５日　広報すみた（3） 令和７年１１月２５日　広報すみた

町制施行 70 周年
特別功労者

五葉山火縄銃鉄砲隊伝承会
（紺野敏会長）

　平成３年に設立して以来、地元産出のヒ
ノキによる火縄を使った演武を披露するな
ど地域の歴史を後世に伝える活動を実施。
地域資源を活用した幅広い活動で本町の魅
力発信に多大な貢献をされました。

すみた森の案内人の会
（吉田洋一会長）

　平成19年に設立して以来、種山ヶ原を
中心に幅広い年代が自然に親しむ活動を実
施。森林の魅力や働きに理解を深めるなど、
地域資源を活用した幅広い活動で本町の魅
力発信に多大な貢献をされました。

「
苗
木
生
産
の
匠
」
吉
田
正
平
さ
ん
、

　
　
　

 　

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

　

こ
の
度
、
下
有
住
新
切
の
吉
田
正
平
さ
ん

が
、
第
64
回
農
林
水
産
祭
内
閣
総
理
大
臣
賞

（
林
産
部
門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
に
吉
田
樹
苗
の
経
営
を
引
き
継

い
だ
吉
田
さ
ん
は
、
代
々
受
け
継
い
だ
育
苗

技
術
に
加
え
、
県
内
で
初
め
て
コ
ン
テ
ナ
苗

木
の
生
産
に
着
手
。
県
内
の
コ
ン
テ
ナ
苗
木

生
産
の
第
一
人
者
と
し
て
生
産
技
術
を
確
立

さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
積
極
的
な
設
備
投
資

や
機
械
導
入
、
苗
木
移
植
の
た
め
移
植
器
を

開
発
し
、
意
匠
登
録
を
取
得
す
る
な
ど
技
術

開
発
に
よ
り
生
産
を
拡
大
。
こ
の
ほ
か
、
省

力
化
や
従
業
員
の
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
働

き
や
す
い
環
境
の
整
備
に
も
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

11
月
23
日
に
明
治
神
宮
会
館（
東
京
都
渋
谷

区
）
で
行
わ
れ
た
「
第
64
回
農
林
水
産
祭
式

典
」
で
は
、
妻
の
久
美
子
さ
ん
と
と
も
に
鈴

木
憲
和
農
林
水
産
大
臣
か
ら
賞
状
と
盾
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
、「
一
生
に
一
度
で
あ
ろ
う

名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
い
た
。
住
田
町
は
森

林
林
業
日
本
一
の
町
を
目
指
し
て
い
る
が

〝
造
林
は
植
林
か
ら
〟
で
あ
る
。
こ
の
賞
に

恥
じ
な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
良
質
な
苗
の

提
供
に
励
ん
で
い
き
た
い
」
と
、
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

ＳＵＭＩＴＡチェンソーアート杣遊会
（佐藤清司会長）

　平成22年に設立して以来、各種チェンソ
ーアート競技大会の開催や文化産業まつりな
ど各種イベントにおけるデモンストレーショ
ンなどを実施。町内各施設に作品を寄贈する
など、地域資源を活用した幅広い活動で本町
の魅力発信に多大な貢献をされました。

金野純一さん
（81歳・高瀬）

　平成16年４月から令和７年３月までの
21年間、下有住地区公民館長を務めました。
東日本大震災後、隣接地に建設した63戸の
仮設住宅団地の自治会組織の運営などに積
極的に関わり、被災者の精神的な支えとな
り、被災者支援に多大な貢献をされました。
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町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
会
長
表
彰

▼
す
こ
や
か
長
寿
者

　

90
歳
以
上
で
過
去
１
年
間
に
医
療
機
関

の
診
療
が
な
く
、
元
気
に
社
会
生
活
を

送
っ
て
い
る
方

菊
池
市
右
エ
門(

野
形)

▼
８
０
２
０
実
践
者

　

80
歳
到
達
時
点
で
20
本
以
上
の
歯
を
お

持
ち
の
方

菊
池
健
一(

小
口
洞)

▽
村
上
保
昭(
川
向)

▽
菊
池
利
子(

小
口
洞)

▽
阿
部
サ
ツ
キ

(

田
谷)

▽
紺
野
勝
雄(

奥
新
切)

▽
吉
田

倎(

二
反
田)

▽
小
松
康
見(

小
松)

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
表
彰

　

町
内
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
尽
力
し
た
方

小
野
田
利
文(

住
田
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
ほ
か)

▽

佐
々
木
隆
児(

同)

▽
佐
々
木
正
義
（
有

住
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）　

町
教
育
振
興
運
動
推
進
委
員
会委

員
長
表
彰

　

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
各
分
野
で
活

躍
し
た
個
人
・
団
体
の
方

泉
杏
奈
（
住
田
中
２
年
、
中
学
生
イ
ラ
ス

ト
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
５
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
部
門
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
金

賞
、
全
国
大
会
入
選
）
▽
泉
陽
真（
住
田

中
３
年
、第
51
回
岩
手
県
珠
算
選
手
権
大
会

兼
第
52
回
東
北
七
県
珠
算
競
技
大
会
岩
手

県
代
表
選
手
選
考
会
総
合
競
技
第
３
部
１

位
）
▽
星
梨
愛
菜(

住
田
中
３
年
、令
和
７

年
度
岩
手
県
食
育
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀

賞)

町
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会
会
長
表
彰

■
第
24
回
す
み
た
ス
ポ
ー
ツ
ラ
リ
ー

▼
優
勝　

天
嶽
地
区
自
治
会

▼
準
優
勝　

愛
宕
公
民
館

▼
第
３
位　

八
日
町
町
内
会

■
栄
光
賞

【
ゴ
ル
フ
】

山
崎
明
満（
川
向
、第
77
回
岩
手
県
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
ゴ
ル
フ
競
技
団
体
成
人
男
子
の
部

第
１
位
）▽
菅
野
義
光（
窪
田
、同
）▽
佐
々

木
吉
彦
（
本
町
、
同
）

【
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】　

泉
陽
真(

田
谷
、第
37
回
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
岩

手
県
大
会
中
学
生
の
部（
４
人
制
）第
１
位

ほ
か)
▽
泉
琉
愛(

窪
田
、同)

▽
奥
間
桃

子
（
川
向
、
令
和
７
年
度
高
田
松
原
カ
ッ

プ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
第
３
位
）

▽
菊
池
元
美
（
遠
野
市
、
同
）
▽
菅
沼
芭

南
（
竹
ノ
原
、
第
77
回
岩
手
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
女
子

の
部
第
３
位
）
▽
平
田
光
季
（
天
風
、同
）

【
陸
上
】

水
野
耀
太（
中
上
、第
８
回
岩
手
県
小
学
生

選
抜
陸
上
競
技
大
会
共
通
男
子
走
高
跳

第
１
位
）
▽
今
野
萌
香(

新
切
、第
77
回
岩

手
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
陸
上
競
技
１
・
２

部
共
通
女
子
走
幅
跳
第
１
位
ほ
か)

▽
及

川
公
章(

遠
野
市
、第
44
回
一
関
国
際
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
第
１
位
ほ
か)

▽
藤
井

克
伸(

土
倉
、東
北
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
選
手

権
ハ
ン
マ
ー
投
げ
第
１
位
ほ
か)

▽
水
野

澪(

上
大
畑
、第
71
回
全
日
本
中
学
校
通
信

陸
上
競
技
大
会
岩
手
県
大
会
１
年
女
子

１
５
０
０
㍍
第
２
位
ほ
か)

▽
藤
井
皇
成

（
土
倉
、
第
47
回
岩
手
県
Ｕ
16
陸
上
競
技

大
会
男
子
円
盤
投
げ
第
２
位
）

【
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
】

平
野
美
季（
大
船
渡
市
、第
77
回
岩
手
県
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
Ｒ
Ｃ
女
子

の
部
第
１
位
）▽
住
田
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
競
技
部
（
令
和
７
年
度
岩
手
県
高
等

学
校
新
人
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
男
子

団
体
第
２
位
ほ
か
）　

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

菊
池
悦
子（
火
石
、第
37
回
岩
手
県
レ
デ
ィ
ー

ス
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
第
１
位
ほ
か
）

▽
吉
田
由
美
子
（
向
川
口
、
同
）
▽
藤
井

李
成
（
土
倉
、
第
45
回
東
北
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
春
季
選
手
権
大
会
第
２
位
ほ
か
）

▽
松
高
正
俊
（
小
口
洞
、
第
80
回
岩
手
県

秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
シ
ニ
ア
65
男

子
第
２
位
ほ
か
）
▽
吉
田
莉
音
（
高
瀬
、

第
77
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
女
子
団
体
第
３
位
）

▽
遠
藤
優
依
（
赤
畑
、
同
）
▽
藤
井
唯
那

（
別
当
、
第
70
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人

大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
女
子
個
人
第
３

位
）
▽
髙
木
宏
二
（
火
の
土
、
第
26
回
東

北
６
県
対
抗
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

岩
手
県
Ｂ
チ
ー
ム
第
３
位
）
▽
住
田
中
学

校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
第
72
回
岩
手

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

競
技
男
子
団
体
第
３
位
）

【
水
泳
】

多
田
ま
り
子（
清
水
沢
、２
０
２
５
日
本
マ

ス
タ
ー
ズ
短
水
路
大
会
岩
手
会
場
女
子

２
０
０
㍍
平
泳
ぎ
第
１
位
ほ
か
）
▽
及
川

良
一（
小
松
、２
０
２
５
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ

短
水
路
大
会
岩
手
会
場
男
子
２
０
０
㍍
個

人
メ
ド
レ
ー
第
１
位
ほ
か
）

【
野
球
】

水
野
耀
太(

中
上
、
第
２
回
県
学
童
野
球

王
座
決
定
戦
第
３
位)

▽
髙
橋
奨
真
（
十

文
字
、
同
）
▽
立
花
快
翔
（
新
切
、
同
）

▽
紺
野
丞
太
郎
（
十
文
字
、
同
）
▽
泉
柊

吾
（
畷
畑
、
同
）
▽
住
田
硬
式
野
球
ク
ラ

ブ
（
第
31
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
東
北
地
区
連
盟
会

長
旗
争
奪
県
予
選
大
会
第
３
位
）

町
児
童
生
徒
木
工
工
作

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
教
育
長
表
彰

▼
最
優
秀
賞

吉
田
結
望（
世
小
６
年
、た
な
ば
た
か
ざ
り
）

▼
優
秀
賞

水
野
朝
陽（
有
小
１
年
、巣
箱
）
▽
遠
藤
七

海
（
世
小
２
年
、
ど
ん
ぐ
り
の
木
）
▽
泉

怜
汰
（
世
小
３
年
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
オ
オ
カ

ブ
ト
と
ニ
ジ
イ
ロ
ク
ワ
ガ
タ
）
▽
山
内
太

陽
（
世
小
４
年
、
パ
ズ
ル
）
▽
菊
池
太
一

（
世
小
５
年
、
机
に
お
け
る
た
な
）

町
芸
術
文
化
協
会
会
長
表
彰

水
沼
和
子（
中
上
、す
み
た
短
歌
会
）
▽
千

葉
輝
子
（
城
内
、
琴
伝
流
大
正
琴
す
み
た

か
っ
こ
花
の
会
）
▽
水
野
勝
子(

西
風
、

同)

▽
天
嶽
芸
能
保
存
会
（
天
嶽
）

町
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
会
長
表
彰

遠
藤
セ
ク
コ
（
子
飼
沢
、
婦
人
部
長
）
▽

大
久
保
山
人
（
子
飼
沢
、
前
姥
石
自
治
公

民
館
長
）

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
会
長
表
彰

▼
優
良
運
転
者

及
川
邦
廣
（
川
向
）

ま
ち
づ
く
り
大
会
表
彰
者
紹
介

※
敬
称
略

令和７年１１月２５日　広報すみた （4）令和７年１１月２５日　広報すみた （4）



（5） 令和７年１１月２５日　広報すみた（5） 令和７年１１月２５日　広報すみた

空き家の管理と空き家の管理と
　　　　　　　利活用について　　　　　　　利活用について
　空き家は個人の財産です。周辺の生活環境に悪影響を及ぼさない空き家は個人の財産です。周辺の生活環境に悪影響を及ぼさない
よう、よう、適切な管理に努め、維持していくことは、所有者や管理者の適切な管理に努め、維持していくことは、所有者や管理者の
責務責務とされています。（「空家等対策の推進に関する特別措置法」）とされています。（「空家等対策の推進に関する特別措置法」）
　所有者などは、　所有者などは、「管理不全空家等」（※１）や「特定空家等」（※２）「管理不全空家等」（※１）や「特定空家等」（※２）
にならないよう、日ごろから空き家管理の徹底をお願いします。にならないよう、日ごろから空き家管理の徹底をお願いします。
　また、空き家についてご相談などありましたら、お気軽にお問い　また、空き家についてご相談などありましたら、お気軽にお問い
合わせください。合わせください。

建物の劣化を防ぐ
○定期的な換気・掃除
　すべての窓、収納扉（押し入れ、クローゼット）の
　解放、換気扇の運転をしましょう。
○水道・排水口
　各蛇口の通水、各排水口に水を流しましょう。
○天井・床
　雨漏りの有無を確認しましょう。

隣り近所に迷惑をかけない
○郵便受けの確認、敷地内のゴミ拾い、草刈りや庭木
　の剪定をしましょう。
○戸締り、窓ガラス、壁や屋根の破損が無いか見回り
　点検をしましょう。

犯罪行為の予防
○敷地の外観を良好な状態に保ち、不法侵入などをさ
　せないようにしましょう。

空き家管理編

「住田町空家等対策促進事業費補助金」（除却事業）
　既に倒壊の恐れなどがある状態になり、近隣に悪影
　響をおよぼす恐れのある「危険空き家」と判定され
　た場合、空き家を除却（解体撤去）する費用の一部を　　
　補助する制度
　50万円を限度に除却費用の５分の４を補助します。

★問い合わせ　
　住民税務課生活環境係　☎ 46-2113
　（住田町空家等対策促進事業費補助金）
　企画財政課企画調査係　☎ 46-2114
　（住田町空き家・空き地バンク制度）
　建設課　　　　　　　　☎ 46-2115
　（住宅リフォーム事業補助金制度）

●「住田町空き家・空き地バンク制度」
　空き家を「売りたい人」「貸したい人」の物件
　情報などを登録し、利用を希望する人に情報を
　提供する制度

●「住宅リフォーム事業補助金制度」
　町内の空き家をリフォームして住む場合、150 万円
　を限度にその費用の一部を補助する制度
　①町外から移住する方
　②町内の賃貸住宅や公営住宅から転居する方
　③町内の施工業者に工事を依頼する方
　　上記①～③のいずれかに該当→補助率 20％
　④子育て世帯（世帯内に18歳以下のお子様を含む世帯）
　⑤申請者または申請者の配偶者が 40 歳以下
　　上記④⑤いずれかに該当→補助率 50％

空き家利活用編

●「住田町空家等対策促進事業費補助金」（改修事業）
　空き家を地域活性化のための用途（※）に活用する場
　合、改修工事費用の一部を補助する制度
　100 万円を限度に、改修費用の３分の２を補助し
　ます。
　（※）創作活動施設、飲食店、交流施設、滞在体験施設、
　　　 体験学習施設、文化施設など

（※１）
　構造部材の破損、腐朽などが見られ、そのまま放
　置すると特定空家等になる恐れがある空き家

（※２）
　そのまま放置すると倒壊するなど保安上危険、衛
　生上有害となる恐れのある空き家
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有住小学校

まちのホットな話題 SUMITAうおっちんぐ！

Ｒ
Ｕ
Ｎ 

Ｒ
Ｕ
Ｎ 

Ｒ
Ｕ
Ｎ
‼

　

10
月
29
日
、
有
住
小
学
校（
新
沼
健

校
長
）
で
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
、
翌

30
日
に
は
世
田
米
小
学
校（
鹿
糠
博
子
校

長
）
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

児
童
た
ち
は
少
し
冷
た
さ
の
あ
る
秋

の
空
気
を
感
じ
な
が
ら
、
学
年
ご
と
に

設
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
で
の
長
距
離
走
に

挑
戦
。
仲
間
や
保
護
者
の
声
援
を
受
け

な
が
ら
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
力
強
く
走

り
抜
け
ま
し
た
。
最
後
ま
で
全
力
を
尽

く
す
姿
や
走
り
終
え
た
後
の
達
成
感
に

満
ち
た
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

世田米小学校

地
元
食
材
を
美
味
し
く
食
べ
よ
う
‼

　

10
月
29
日
、
世
田
米
小
学
校（
鹿
糠
博
子

校
長
）
で
岩
手
鶏
肉
の
日
給
食
会
が
、
11

月
12
日
に
有
住
小
学
校（
新
沼
健
校
長
）
で

秋
の
恵
み
給
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
世
田
米
小
学
校
で
は
、
学

校
給
食
の
地
場
産
物
利
用
促
進
と
町
の
基

幹
産
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
。
児
童
ら
は
、
住
田
フ
ー
ズ
㈱（
吉

川
達
哉
代
表
取
締
役
社
長
）
が
提
供
し
た

と
り
肉
を
使
っ
た
「
と
り
肉
の
ご
ま
竜
田

揚
げ
」
な
ど
を
頬
張
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
有
住
小
学
校
で
は
、
給
食
を

通
じ
、
作
物
の
収
穫
や
生
命
の
恵
み
へ

の
感
謝
と
地
元
生
産
者
の
取
り
組
み
を

理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
。

　

両
向
ピ
ア
・
フ
ァ
ー
ム
㈱（
水
野
勝
則

代
表
取
締
役
）、
安
全
・
安
心
農
業
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
、
㈲
あ
り
す
畜
産（
水
野

雄
幸
代
表
取
締
役
）
が
そ
れ
ぞ
れ
提
供
し

た
食
材
で
作
ら
れ
た
「
ま
い
た
け
ご
は

ん
」「
豚
肉
の
ね
ぎ
塩
焼
き
」「
野
菜
と

か
ま
ぼ
こ
の
和
え
物
」
な
ど
を
賞
味
し

て
い
ま
し
た
。

　

両
校
児
童
と
も
、
食
材
を
提
供
い
た

だ
い
た
生
産
者
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、

地
元
食
材
の
美
味
し
さ
を
噛
み
し
め
て

い
る
様
子
で
し
た
。

世田米小学校 有住小学校



（7） 令和７年１１月２５日　広報すみた（7） 令和７年１１月２５日　広報すみた

まちのホットな話題 SUMITAうおっちんぐ！

　

11
月
７
日
、
役
場
町
民
ホ
ー
ル
で
戦
没

者
追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

追
悼
式
に
は
、
町
遺
族
会
（
水
野
養
一

会
長
）
の
会
員
、
町
内
外
各
種
団
体
の
関

係
者
ら
約
70
人
が
参
列
。
式
で
は
、
小
向

副
町
長
が
式
辞
を
代
読
し
、
参
列
者
全
員

に
よ
る
黙
と
う
、
佐
々
木
春
一
町
議
会
議

長
を
は
じ
め
来
賓
の
方
々
の
追
悼
の
言
葉

に
続
き
、
慰
霊
塔
へ
の
献
花
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

水
野
会
長
は
「
戦
争
の
悲
惨
さ
を
知
ら

な
い
世
代
が
大
多
数
を
占
め
、
戦
争
の
記

憶
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
が
、
私
た
ち
が
享
受

し
て
い
る
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
後
世
に
伝
え
て
い
き

た
い
」
と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

▲戦没者への追悼の祈りが捧げられました

追
悼
の
祈
り
、平

和
へ
の
誓
い

▲制作陣のこれからの活躍を応援しています

　

11
月
２
日
、
ま
ち
家
世
田
米
駅
で
町
を

舞
台
に
し
た
短
編
映
画
の
上
映
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
イ
コ
ウ
ェ
ル
す
み
た
に

滞
在
し
て
い
た
元
Ｔ
Ｂ
Ｓ
社
員
の
須
郷
信

二
さ
ん
が
「
町
へ
の
恩
返
し
を
し
た
い
」

と
映
画
監
督
・
堀
内
友
貴
さ
ん
ら
に
声
を

か
け
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
映
画
「
住
田
に
て
」
に
は
、

町
民
も
出
演
す
る
な
ど
、
地
域
一
体
と

な
っ
た
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
映
後
は
、
映
画
の
話
の
続
き
が
会
場

内
で
演
劇
と
し
て
披
露
さ
れ
、来
場
者
は
、

プ
ロ
の
演
技
に
見
入
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

町
を
舞
台
に
し
た

映
画
な
ど
を
披
露

▲次世代への森林資源確保のため
苗木を植えました

森
林
資
源
を
守
り
、
次
世
代
へ

▲会場には記念標柱が建てられました

　

10
月
31
日
、
令
和
７
年
度
気
仙
地
区
植

樹
祭（
主
催
・
気
仙
地
方
林
業
振
興
協
議
会
、

住
田
町
林
業
振
興
協
議
会
）
が
世
田
米
の

子
飼
沢
地
内
の
町
有
林
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
植
樹
祭
は
、
再
造
林
や
森
林
整
備
を

推
進
し
、
恵
ま
れ
た
森
林
資
源
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
的
に
開
催
。
気
仙

管
内
か
ら
林
業
関
係
者
39
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て

気
仙
地
方
林
業
振
興
協
議
会
会
長
の
神
田

謙
一
町
長
が
「
豊
か
な
森
林
の
保
全
は
、

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
に
つ
な
が
る
。
植

樹
を
通
し
、
持
続
可
能
な
地
域
を
つ
く
る

と
と
も
に
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
佐
々
木
春

一
町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
記
念
標
柱
を
建
立
し
た
後
、
参

加
者
全
員
で
植
樹
活
動
を
行
い
、
カ
ラ
マ

ツ
の
苗
１
０
０
本
を
植
栽
。
管
内
の
林
業

関
係
者
が
一
体
と
な
り
、
植
樹
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
再
造
林
の
重
要
性
に
つ

い
て
再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。　

　

な
お
、
今
回
植
え
ら
れ
た
苗
木
が
伐
採

期
を
迎
え
る
の
は
、
約
40
年
か
ら
50
年

後
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。



広報すみた　令和７年１１月２５日 （8）広報すみた　令和７年１１月２５日 （8）

保　健　だ　よ　り保　健　だ　よ　り

★問い合わせ　　総務課防災管財係　☎ 46-2112

献血にご協力をお願いします

　献血は、病気の治療や手術などで輸血を必要としている患者さんのために、血液を無償で提供するボラ
ンティアです。
　近年では、医療技術が急速に進歩していますが、血液は未だ人工的に作ることはできず、また、長期に
わたって保存することもできません。そのため、輸血に必要な血液を十分に確保しておくには、皆さまか
らの献血が必要となります。

　ひとりひとりの血液は、たとえ血液型が同じでも異なります。そして、献血者の血液を合わせて輸血す
るほど、副作用（発熱など）を起こす可能性が高くなってしまいます。輸血の安全性を向上させるために
も、献血当日の健康状態を確認し、400ml 献血の協力をお願いします。
※ 400ml 献血のできる年齢は、男性 17 ～ 69 歳、女性 18 ～ 69 歳です (男女とも体重 50kg 以上の方 )。
　ただし、65 歳以上の方の献血については、60 ～ 64 歳の間に献血経験がある方に限ります。

★問い合わせ　保健福祉課健康推進係　☎ 46-3862

●献血は絶えず皆さまからのご協力が必要です

● 400ml 献血をお願いします

　以下の日程で献血を行います。皆さまのご協力をお願いします。

日　時日　時

場　所場　所 住田町役場

12 月９日（火） ①９：30～11：30

②13：00～16：00

宝くじの助成金を活用し「消防団育成用備品」を整備

　このほど、町では、一般財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業を活用し、消防団育成用備
品としてプロジェクター、マイク付き拡声器スピーカー、小型発電機を整備しました。
　この事業は、宝くじの社会貢献広報事業として実施されているもので、整備された備品は今後、消防団
員の研修などに活用し、知識・技術の向上を図っていきます。

令和７年１１月２５日　広報すみた （8）令和７年１１月２５日　広報すみた （8）



（9） 令和７年１１月２５日　広報すみた（9） 令和７年１１月２５日　広報すみた

　住宅の建設などにより地面を掘る作業を実施する場合は、
自分の土地であっても、埋蔵文化財包蔵地に該当するか、
事前に教育委員会への確認が必要です。
　作業予定地から埋蔵文化財が出土する可能性がある場合、
必要に応じて教育委員会が試掘調査や発掘調査を実施します。
発掘調査には事業実施者の費用負担が発生します。
　また、新たに遺跡を発見した場合にも、現状をそれ以上変え
ずに速やかに届出を行う必要があります。
●埋蔵文化財って？
　土地に埋もれている文化財のことです。埋蔵文化財は、地域の歴史や文化を理解する上での貴重な財産
です。しかし、一度壊れてしまうと二度と元には戻りません。また、同じ遺跡は他に存在しません。
　このため、できる限り現状を保存し、後世に伝えていくことが望ましいのですが、現状保存が困難な場
合は、専門知識のある調査者が発掘調査を行い、記録保存し、後世に伝えていきます。
●出土品はどうなるの？
　出土品については、所有者が明らかな場合を除き、発見者が所管の警察署へ提出しなければなりません。
所有者が判明しないものは、原則として都道府県に帰属されます。
　地域の財産である文化財を保護し、後世に伝えていくため、皆さんのご理解とご協力をお願いします。
★問い合わせ
　教育委員会生涯学習係　☎ 46-3863

家を建てるときなどには…埋蔵文化財の確認が必要です

放送大学に入学しませんか？
　放送大学はテレビ、インターネットで授業を行
う通信制の大学です。働きながら大学を卒業した
い、学びを楽しみたいなど、さまざまな目的で、
幅広い世代の方が学んでいます。
　現在、2026 年４月入学生を募集しています。
詳しい資料を送付しますので、お気軽にお問い合
わせください。
■大学説明会
〇奥州市文化会館Ｚホール
　12 月６日（土）　14：00 ～ 15：30
〇放送大学岩手学習センター　
　11 月 29 日（土）、１月31日（土）、
　２月21日（土）、各日10：30 ～ 11：30

■募集学生の種類
〈教養学部〉　
科目履修生（６カ月在学し、希望する科目を履修）
選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）
全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す）

〈大学院〉　
修士科目生（６カ月在学し、希望する科目を履修）
修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）
■出願期間
　令和８年３月16日（月）まで
　（インターネット出願も受け付けています）
★資料請求（無料）・問い合わせ
　放送大学岩手学習センター　☎019-653-7414



広報すみた　令和７年１１月２５日 （10）広報すみた　令和７年１１月２５日 （10）

⑸期末・勤勉手当（令和７年４月１日現在） ⑹退職手当（令和７年４月１日現在）　

区分
支給率

期末手当 勤勉手当

６月期 1.25 月 1.05 月

12 月期 1.25 月 1.05 月

計 2.50 月 2.10 月

区分
支給率

自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 19.6695 月 24.586875 月

勤続 25 年 28.0395 月 33.27075 月

勤続 35 年 39.7575 月 47.709 月

最高限度額 47.709 月 47.709 月

⑺超過勤務手当

年度 支給実績 １人当たり
支給実績

令和５年度 26,357 千円 286 千円

⑻その他の手当（令和７年４月１日現在）

手当名 内容

扶養手当

扶養親族のある職員に支給
①配偶者　：月額  3,000 円
②子ども　：月額 11,500 円（16 歳から 22 歳までの子の場合は 5,000 円を加算）
③父母など：月額  6,500 円

住居手当
①借家・借間居住者：家賃の額に応じ月額 27,000 円まで
②留守家族が借家・借間に居住している単身赴任者は①の２分の１の額

通勤手当
①交通機関などの利用者：運賃などに応じ月額 55,000 円まで
②自家用車などの利用者：通勤距離に応じ月額 29,500 円まで

寒冷地手当

11 月から３月までの間に支給
①世帯主で扶養親族のある職員：月額 19,800 円
②世帯主で扶養親族のない職員：月額 11,400 円
③そ　 の 　他　 の 　職 　員：月額  8,200 円

区分・報酬等月額 期末手当

町長 675,000 円 議長 258,000 円
６ 月期： 1.725 月
12 月期： 1.725 月
　　 　 計 3.45 月

副町長 556,000 円 副議長 207,000 円

教育長 535,000 円 議員 196,000 円

●職員の勤務時間その他の勤務条件の状況　　　　　　　　　　　　　　　　

●特別職の報酬などの状況 (令和７年４月１日現在 )　　　　　　　　　 　　

⑴年次有給休暇などの導入状況（令和７年４月１日現在）
　年次有給休暇の令和６年度平均取得日数は、11.9日です。
　その他の主な休暇制度としては、ボランティア休暇・結婚休暇・夏季休暇・子の看護休暇などの特別休暇、
病気休暇、介護休暇などがあります。

⑵育児休業の利用状況（令和６年度）
　令和６年度は６人（男性３人、女性３人）が取得し、取得率は100％になりました。

⑶職員の研修状況（令和６年度）
　町では、職員の勤務能率の向上を目的に研修を実施しています。令和６年度は、基本研修を24人、専門研修
を13人、特別研修を24人の職員が受講しました。

年度 支給実績 １人当たり
支給実績

令和６年度 28,239 千円 304 千円
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●任免および職員数に関する状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

町職員給与などをお知らせします

　人事行政運営の公平性と透明性を高めるため「人事行政の運営等の状況の公表に関する
条例」に基づき、給与や勤務条件などについてお知らせします。
　ここでは、主な項目のうち正規職員に関するものを掲載しています。
　詳細は、右ＱＲコードから町ホームページで確認できます。

●職員の給与などの状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

★問い合わせ　総務課行政係　☎ 46-2112

採用 (令和７年４月１日付採用職員 ) 退職 (令和６年度 )

一般事務 林業 保健師 計 定年退職 勧奨退職 普通退職 その他 計

６人 1人 ２人 ９人 ０人 ０人 ２人 ３人 ５人

部門 一般行政部門
教育
部門

公営企業部門
合計

区分 議会 総務 税務 労働 農林
水産 商工 土木 民生 衛生 水道 下水道 その他

Ｒ６ ２人 25 人 ４人 ０人 13 人 ２人 ７人 25 人 ８人 11 人 １人 １人 ３人 102 人

Ｒ７ ２人 26 人 ５人 ０人 13 人 ２人 ７人 25 人 ９人 12 人 １人 １人 ３人 106 人

増減 ０人 １人 １人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 １人 １人 ０人 ０人 ０人 ４人

⑵職員数の状況 (各年４月１日現在 )

⑴職員の採用および退職の状況

※その他は、国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療の各事業
※一部事務組合、広域連合派遣職員を除く

⑴人件費の状況 (令和６年度一般会計決算額 )

⑵給与費の状況 (令和７年度一般会計予算 )

⑶平均給料月額・平均年齢（令和７年４月１日現在）

⑷初任給・経験年数別平均給料月額（令和７年４月１日現在）

歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ /Ａ） 人件費率（前年度）

5,667,829 千円 1,062,069 千円 18.7％ 19.5％

職員数
（Ａ）

給与費（千円） 1人当たり
給与費（Ｂ /Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

109 人 376,794 千円 124,402 千円 161,249 千円 662,445 千円 6,077 千円

区分 平均給料月額 平均年齢 区分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 299,030 円 38.8 歳 技能労務職 282,467 円 54.6 歳

区分 決定初任給 経験年数
10 ～ 14 年

経験年数
15 ～ 19 年

経験年数
20 ～ 24 年

一般行政職
大卒 221,600 円 273,100 円 299,500 円 339,400 円

高卒 195,800 円 251,700 円 ― 314,100 円

技能労務職 高卒 193,800 円 （注） ― ―

（注）は該当者１人のため非表示

※人件費には、町長などの特別職給与や非常勤特別職の報酬などが含まれます。

※給与費には、特別職に対する給料・報酬などは含みません。
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　 2026年新春を迎えるにあたり、町民の皆さまの
賀詞交換の場とするため、住田町新年交賀会を以
下のとおり開催します。多数の参加をお待ちして
います。
■日　時　
　令和８年１月５日（月）　11：00～12：30
■場　所　松嶋家
■会　費　１人4,000円
　　　　　※当日、会場受付で申し受けます
■申込方法　
　12月19日（金）までに電話またはFAXで申込み
★申込・問い合わせ　
　住田町商工会　☎46-2311　FAX：46-3631

2026年住田町新年交賀会
の開催について

年末年始のごみ収集などについて

　令和７年度年末年始のごみ収集などについて、下表のとおりお知らせします。
　例年、年末年始の前後は、粗大ごみをはじめ各家庭から排出されるごみの量が特に多い時期です。
　一度に大量に排出すると、分別処理や運搬作業などに時間がかかってしまうため、ごみ出しの分散化や減
量化、リサイクルへの取り組みなどご協力をお願いします。

月日 曜日 燃えるごみ 燃えないごみ 一般持込 事業系持込

12 月 30 日 火 通常収集 収集地域なし 通常受付 通常受付

12 月 31 日 水 通常収集
（週１回水曜日収集地域） 収集地域なし 休み 休み

１月１日 木 休み 休み（※） 休み 休み

１月２日 金 休み 休み 休み 休み

１月３日 土 休み 休み 休み 休み

１月４日 日 休み 休み 休み 休み

１月５日 月 通常収集 通常収集 休み 通常受付

１月６日 火 通常収集 通常収集 通常受付 通常受付

　（※）第１木曜日（１月１日）が、月１回の燃えないごみ収集日となる地域は、１月９日（金）に振替収
集します。【対象地域：上有住、下有住、新切、平沢、新田、小台、月山】
★問い合わせ
　大船渡地区環境生成組合　☎ 26-4739

　これから働きたいと思っている方、現在就職活
動中の方、そのご家族、関係者などは、ぜひご参
加ください。
■対象者
　15 ～ 49 歳の方
※個別相談は、随時受け付けています。
★問い合わせ
　いちのせき若者サポートステーション
　おおふなとルーム　　　☎ 080-8219-4001

就職相談会のお知らせ

会場 開催日 開催時間

ハローワーク
大船渡

（１階会議室）

12月３日（水）

　　17日（水）
10：00～12：00

町生活改善
センター

（２階研修室）
12月10日（水） 10：00～12：00
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お知らせ ※行事の予定については、 各世帯に配布した「 健康とくらしの予定表」 でご確認ください。
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　危険物取扱者試験、消防設備士試験が以下のとおり実施されます。

■その他
　受験願書などは、下記センターのほか、各消防本部、消防署、消防分署などで配布しています。
★問い合わせ　(一財 )消防試験研究センター岩手県支部  ☎0191-654-7006

危険物取扱者試験 (種類：乙種４類 )

会場 試験日 受付期間

盛岡市、奥州市 令和８年３月21日（土） 令和８年２月17日（火）～24日（火）

消防設備士試験 (種類：甲種 (全類 )・乙種 (全類 ))

会場 試験日 受付期間

盛岡市 令和８年２月21日（土）
令和８年１月６日（火）～13日（火）

奥州市 令和８年２月28日（土）

危険物取扱者試験、消防設備士試験のご案内

　「すみチケ2025」の使用期限は12月21日(日)
までです。

　チケットをお持ちの方は、お早めにご利用くだ
さい。
　なお、使用期限を過ぎたすみチケは使用できま
せんのでご注意ください。
★問い合わせ　農政課商工観光係　☎46-3861

「すみチケ2025」のご利用はお早めに！

　農業の新たな担い手確保が喫緊の課題となっているなか、意欲ある人材を掘り起こし、就農に結びつける
取り組みが必要となっています。
　そのため、気仙地方で新規就農を考える方に対し、就農に関する情報提供や就農に向けての各種相談に応
じ、円滑な就農に結びつけることを目的として開催します。
　予約不要となっていますので、お気軽にご来場ください。
■日　時　12 月 14 日（日）　13：00～15：30
■会　場　大船渡市役所地階大会議室（大船渡市盛町字宇津野沢 15）
★申込・問い合わせ　大船渡農業改良センター地域指導課　☎ 27-9918

けせん地方就農相談会の開催について

　一関年金事務所では、下表のとおり相談会を開
催します。予約制のため、相談を希望する方は開
催日の前日までにお申込みください。

　

★問い合わせ
　一関年金事務所お客様相談室  ☎0191-23-4246

国民年金などに関する相談（12月分）

会場 開催日 開催時間

陸前高田市役所 11日（木） 10：00～15：30

大船渡市役所 18日（木） 10：30～15：30
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　大船渡保健所では、専門の医師によるこころの
健康相談を開催します。事前予約が必要です。
■日時・時間
　12 月９日（火）　14：00 ～ 16：00
■会場
　陸前高田市役所５階　教育相談室３
　（陸前高田市高田町下和野 100 番地）
■その他
　相談は予約制。費用は無料です。
★問い合わせ　
　大船渡保健所保健課　 ☎27‐9922

こころの健康相談（12月分）

県民手帳の販売について
　2026 年版の岩手県民手帳を役場企画財政課と
上有住地区公民館で販売しています。
　数に限りがありますので、購入を希望される方
は、お早めにお買い求めください。
■販売期間
　令和８年１月 16 日（金）まで
■場所
　役場企画財政課、上有住地区公民館
■種類と金額
　県民手帳（通常版・限定版）　1,000 円
★問い合わせ
　企画財政課企画調査係　☎ 46-2114

年内のし尿のくみ取り
申し込みはお早めに！

　例年、年末は汲み取りの申し込みが集中します
ので、12 月上旬の汲み取りにご協力ください。
　年末年始の休みは12月31日（水）から令和８年１
月５日（月）までです。
■受付時間
　月～金曜日の８：00 ～ 17：00
■ＦＡＸで申し込みの場合
　住所、氏名、電話番号を明記の上、申し込み左
記までお送りください。　
■申し込み・問い合わせ
　有限会社気仙広域清掃　
　☎ 27-9321　FAX: 27-1145

　12月21日（日）に開催される公式戦に県内沿岸部
の中学生以下先着100名を招待します。
　ご当地キャラとシーウェイブスを盛り上げましょう。
■日時
　12月21日（日）　13：05キックオフ（11：00開場）
■場所
　釜石鵜住居復興スタジアム
　（釜石市鵜住居町第18地割５-１）
■対象者　県内沿岸部の中学生以下の方
　※保護者同伴の場合、保護者は自己負担となります
■申込方法
　12月17日（水）までに右のＱＲコード
　からお申込みください
★問い合わせ　
　（イベント関連）岩手三陸連携会議　☎54-2111
　（試合関連）
　一般社団法人釜石シーウェイブスＲＦＣ　
　☎0193-22-1173

ご当地キャラと一緒に
釜石シーウェイブスを応援しよう！

「科学のビックリ箱！なぜなに
レクチャー」を開催します

　次世代を担う子どもたちに科学に親しむきっか
けを提供し、科学への興味・関心を持ってもらう
ため、「科学のビックリ箱！なぜなにレクチャー」
を開催します。
■日時
　令和８年１月 11 日（日）10：00 ～ 12：00
　（９：30 から受付開始）
■場所　サン・リアショッピングセンター
　　　　（大船渡市盛町字町 10-11）
■講師　トヨタ技術会
■内容
　「自動運転プログラミング・カー」を使った、
　デジタルやプログラミングの原理について
■対象　小学校４～６年生の児童（定員 16 名）
　※申込先着順となります。
■申込方法
　右のＱＲコードを読み取り、専用
　フォームからお申込みください
■申込期限　12 月 26 日（金）まで
■参加料　無料
★問い合わせ　大船渡市役所企画政策部ＩＬＣ推進室　
　　　　　　　☎ 27-3111



（15） 令和７年１１月２５日　広報すみた（15） 令和７年１１月２５日　広報すみた

お知らせ ※行事の予定については、 各世帯に配布した「 健康とくらしの予定表」 でご確認ください。

住所 氏名 年齢 世帯主
火 石 荒　木　正　敏 75 本人

窪 田 村　上　ス　エ 97 勤

城 内 千　葉　テツ子 99 茂樹

城 内 松　田　トシ子 84 善五郎

中 村 山　下　政　雄 101 竹夫

小 府 金 菊　池　時　雄 76 久実子

大 渡 髙　木　勇　一 89 チヨエ

津 付 遠　藤　サチヨ 89 義明

山 脈 地 佐々木　佐枝子 91 宏

お悔やみ申し上げます

お祝いお悔やみ

交通安全情報 10月末日現在
（　）内は年累計

人 身 事 故

物 損 事 故

飲酒運転検挙者

１件（４件）

13 件（95 件）

０人（２人）

　《 スタッドレスタイヤの早め装着を》
　朝晩の冷え込みが厳しくなってきました。
　例年 11月になると、 県内では積雪などが見られ
るようになります。 突然の降雪などでも対応できる
ように早めにスタッドレスタイヤに交換しましょう。
　なお、 溝が減ったタイヤや、 使用していなくても年
数が経過したタイヤは劣化により性能が大幅に低下
しています。
　スリップ事故を防ぐためにもタイヤ交換だけでなく、
タイヤの溝の有無やゴムの柔軟性など点検を行うよ
うにしましょう。

12
気仙医師会 診療時間…9：00 ～ 17：00

日 医療機関名 地区 電話番号
７日（日） 石倉クリニック 大船渡 21-2525
14日（日） 鵜浦医院 高田 55-2125
21日（日） 鳥羽整形外科医院 盛 27-1280
28日（日） 山崎内科医院 盛 26-4448
30日（火） 希望ヶ丘病院 高田 53-1019
31日（水） ちば内科診療所 猪川 22-8990

気仙歯科医師会 診療時間…9：00 ～ 12：00
日 医療機関名 地区 電話番号

７日（日） 気仙歯科クリニック 米崎 55-3238
14日（日） 広田歯科医院 米崎 47-3393
21日（日） 吉田歯科医院 高田 54-4566
28日（日） 渡辺歯科クリニック 猪川 26-5100
30日（火） 橋爪歯科医院 大船渡 27-8282
31日（水） くまかみ歯科

クリニック 赤崎 21-1888

使い切っていないバスカードは
ありませんか？

　岩手県交通㈱では、２月の市内路線バスの全線Ｉ
Ｃ化に伴い、旧来の磁気式バスカードを廃止してい
ます。使っていないバスカードの払い戻し手続きは、
市内営業所にて 12 月 31 日（水）まで受け付けてい
ますのでお早めにお手続きください。
　詳しくは、岩手県交通㈱ホームページ
をご確認ください。
★問い合わせ
　岩手県交通㈱大船渡営業所　☎ 26-3730

▲詳細は
　こちら

町公式YouTube をご覧ください
　住田テレビの映像の一部を
町公式 YouTube チャンネルで
公開しています。
　チャンネル登録お願いします。
★問い合わせ　
　企画財政課　企画調査係　☎ 46-2114

町公共施設予約システムが稼働中です

　町内公共施設の利用予約が、
お持ちのスマートフォンやパソ
コンから可能になりました。
　ぜひご利用ください。
★問い合わせ　
　企画財政課　企画調査係　☎ 46-2114

クマにご注意ください
　近頃クマの目撃が増えています。山や川沿いを歩
く際は十分注意し、単独での行動を避けましょう。
ゴミや食べ物を放置せず、遭遇時は近づかず背を向
けず離れてください。詳細は右のＱＲコー
ドから町ＨＰをご覧ください。
★問い合わせ
　林政課林政係　☎ 46-3868 ▲詳細は

　こちら
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★問い合わせ　
　保健福祉課　☎ 46-3862

4,574 人

2,023 世帯

2,274 人（-３）

2,300 人（-７）

（-10）

（-８）

町民の動き 10 月末日現在※（　）内は前月比

人　口

世帯数

男

女

【作り方】
①小松菜は１～２㎝のザク切り、
　人参は２～３㎝のせん切りに
　する。しいたけは石突きを取
　り、薄くスライスする。
②春雨は熱湯に入れてもどし、
　ザルにあげて２～３㎝に切る。
③フライパンを熱しごま油を入
　れ、豚ひき肉・①・②を入れ
　て炒める。
④火が通ったら、Ａとすりおろ
　しにんにくを加えて調味し、
　水溶き片栗粉を加えトロミを
　つけ、10等分にする。
⑤春巻きの皮を広げ、④の具を
　のせて巻く。
⑥フライパンを熱して⑤を入れ、
　中火で両面キツネ色に焼けた
　ら出来上がり‼

【材料】10 本分
春巻きの皮　　　 10 枚
豚ひき肉　　　　　200g
小松菜　　　　　　300g
人参　　　　　　　100g
しいたけ　　　２～３枚
春雨（乾）　　　　　30g
すりおろしにんにく 大さじ１
ごま油　　　　大さじ１
オイスターソース 大さじ２
酒　　　　　　大さじ２
塩　　　　　　　　少々
コショウ　　　　　少々　
水溶き片栗粉　　　適量
１人分栄養量　 118kcal　
　　　　塩分　　　0.6g

安
全
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方
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身
に
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け
よ
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11
月
12
日
、
有
住
保
育
園
（
紺

野
留
美
子
園
長
）
で
交
通
安
全
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
春
か
ら
小
学
生
と
し
て
登
校

す
る
年
長
組
を
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心
に
、
全
園
児

が
参
加
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園
児
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保
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士
か
ら
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所
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全
に
歩
く
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法
や
そ
の
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合
の
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行
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能
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所
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ど
の
説
明

を
園
内
で
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け
ま
し
た
。
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。

自
ら
の
身
を
守
る
た
め
、
一
列
に

並
び
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で

い
る
様
子
で
し
た
。

　

小
松
菜
は
「
緑
黄
色
野
菜
の
王

様
」
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油
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
一
緒
に
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取
す
る
と
、
吸
収
率
が
高
ま
り
ま

す
！
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菜
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要
な
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菜
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３
分
の
１
の
量
が
摂
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す
！

◇高血圧や糖尿病などの生活習慣病を予防する
　おすすめ料理を紹介します！！

おいしく＆ヘルシー　減塩レシピ

A

お
姉
ち
ゃ
ん
・
お
兄
ち
ゃ
ん
か
ら

　
『
一
緒
に
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
！
』

◇このコーナーでは、町内のかわいい
 １歳児を紹介します

308

 佐々木彩
えま

茉 ちゃん ( 女 )

（雄仁さん・こずえさん：奥火の土）
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